
２００７年４月度の相談状況について 

「パート女性の劣悪な労働条件は社会問題」 

 

１．労働相談の概況 

１） 相談者数・件数について 

４月の相談者数は６６人、相談件数１０７件、相談者１人あたりの平均相談項目は１．６

２件でした。相談者の数は、前年同月の１１２人と比較して大幅に減少しています。 

２） 男女別、雇用形態別相談者数について 

相談者を男女別に見た場合、男性２１人（３２％）、女性４５人（６８％）と、女性の比率

が今年一番高くなりました。 

また、男女別及び雇用形態別の比較では、「パート・女性」が３３．６％と、第２位の「正

社員・男性」（１９．６％）以下を大きく上回っており、「パート 110 番」への相談が多かっ

たことも特徴的です。 

３） 業種別相談者数 

業種別では、第１位の「卸・小売業・飲食店」（１０人）の次に、「建設・設計・重機業」

と「その他サービス業」が同数で９人となっています。 

「建設・設計・重機業」が第２位であることは異例であり、この業種に働く相談者の「雇

用形態・男女別」を見ると、他の業種と比較して共に広範囲に渡っていることが特徴的です。 

これら上位３業種に続いて、「医療・福祉・医薬品」と「その他サービス業」が同数５人の

順となっています。 

４） 相談項目について 

４月の項目別相談内容は、「就業規則・雇用契約」が２０件（１９％）で第１位、「賃金関

係」が１６件（１５％）で第２位、続いて「解雇・雇い止め・退職」（１４件・１３％）、「経

営問題・労務管理」１３件（１２％）と続いています。 

  「雇用形態・男女別」で極端に比率の高かった「パート・女性」の相談を見ると、内容は

多岐に渡ってお、様々な問題を抱えながら働く女性パート労働者の現状をあらわしています。 

 

２．４月の雇用情勢 

４月は相談数が減少していますが、そのことが働く者の状況が改善されたことの現われでな

いことは、雇用・労働に関わる様々な問題が発生していることから明らかです。 

大企業の残業不払いや偽装請負（違法派遣）が次々と摘発され、また、ドライバーの過労が

原因と思われる重大事故の発生も後を絶ちません。 

今月、極端に多かった女性・パートの人たちから寄せられた相談は、現在の社会に広く蔓延

する非正規雇用と、拡大する一方の格差に対する悲鳴と言えます。 

今、国会でパート労働法改正について審議されていますが、私たち労働者側の取り組みだけ

ではなく、社会全体でこれらの問題を解決することが強く求められています。 

 

〔参考資料〕 

07 年４月 月別労働相談処理状況 

07 年４月 相談者数（雇用形態・男女別、業種別）、処理内容 

2007 年４月 労働相談（男女雇用形態別・相談内容別） 

2007 年４月 労働相談（業種別・相談内容別） 

2007 年 雇用形態別相談者数 月別集計 

2007 年 業種別相談者数 月別集計 



 
 

 



 
 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 


